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　４月９日（水）晴天の日、舟橋村保育所では子ども

たちが村長さんと一緒にこいのぼりを揚げ、全員

で、元気にこいのぼりの歌を歌いました。

あ
が
っ
た
よ

こ
い
の
ぼ
り

５月号�2014�
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4
月
12
日
㈯
、
オ
レ
ン
ジ
パ
ー
ク

に
て
、「SA

K
U

R
A

 m
eets the 

FIRE in 

ふ
な
は
し
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
ふ
な
は
し
ま
つ
り
ま
ち
づ

く
り
協
議
会（
松
田
靖
委
員
長
）の

皆
さ
ん
が
準
備
を
進
め
、
昨
年
は
悪

天
候
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
今

年
は
良
い
天
気
に
恵
ま
れ
、
満
開
の

桜
の
中
、
た
く
さ
ん
の
方
が
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

SAKURA meets the FIRE in ふなはし 開催
（サクラ・ミーツ・ザ・ファイアー・イン・ふなはし）

　

同
協
議
会
は
、「
ず
っ
と
暮
ら
し

て
い
き
た
い
活
気
あ
る
村
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
、「
ふ
な
は
し
ま
つ
り
」

な
ど
村
民
の
皆
さ
ん

の
交
流
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
・
運

営
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、会
で
は「
ふ

る
さ
と
舟
橋
村
」
を

盛
り
上
げ
る
た
め
、

委
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
、
下
記
の
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

ハルキ＆トモカズ＆マイの
ファイアーパフォーマンス

オリジナルキャンドルの手作り体験

オレンジパークで
花見を楽しむ皆さん

「桜をみて、ショーをみて、この
場で楽しい時間をすごしていた
だきたい。」と村長のあいさつ

「ちっちゃな舟橋村」を踊る村歌
推進委員の皆さんと子どもたち

スピロディスク
レッツァの
　ジャズライブ

問い合わせ先　ふなはしまつりまちづくり協議会
事務局（舟橋村役場内）　電話 464-1121
メール info@vill.funahashi.lg.jp
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舟
橋
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
創
立

50
周
年
記
念
式
典
が
4
月
10
日
に
舟

橋
会
館
で
開
催
さ
れ
、
会
員
の
皆
さ

ん
等
約
１
３
０
人
が
半
世
紀
の
節
目

を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
明
和
清
隆
会
長
の
式

辞
の
後
、
金
森
村
長
、
前
原
議
長
、

島
田
祐
三
富
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
会
長
の
祝
辞
や
、
50
周
年
を
記
念

し
て
付
け
ら
れ
た
会
の
愛
称
「
舟
橋

舟
橋
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

創
立
50
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た

寿（
こ
と
ぶ
き
）会
」の
命
名
披
露
を
、

同
日
選
出
さ
れ
た
森
弘
秋
新
会
長

が
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
本
会
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
で
は
、
琴
友
会
の
皆
さ
ん

に
よ
る
大
正
琴
の
演
奏
や
、
舟
橋
村

保
育
所
の
年
長
児
の
子
ど
も
た
ち
の

村
歌
「
ち
っ
ち
ゃ
な
舟
橋
村
」
の
踊

り
、
長
岡
す
み
子
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
に
先
立
ち
、
舟

橋
会
館
の
南
側
に
シ
ダ
レ
ザ
ク

ラ
3
本
を
記
念
植
樹
し
ま
し
た
。

50周年特別表彰された中野久男さん

愛称「舟橋寿会」の披露

◦
感
謝
状

竹
島
運
輸
有
限
会
社

株
式
会
社
森
﨑

株
式
会
社
Ｍ
＆
Ｂ

フ
ァ
イ
ン
ネ
ク
ス
株
式
会
社

ア
ル
プ
ス
農
業
協
同
組
合

　

舟
橋
出
張
所

◦
50
周
年
特
別
表
彰

　
　
　
（
役
員
歴
20
年
以
上
）

中
野
久
男

◦
永
年
役
員
表
彰

　
　
　
（
役
員
歴
10
年
以
上
）

林
　

久
範

松
頭
ト
モ
ヱ

澤
田
重
敏

田
鍋
佳
壽
子

宮
﨑
　

繁

上
田
光
子

上
田
千
惠
子

記念植樹されたシダレザクラ

　老人クラブに加入希望（60歳以
上）の方は、地区役員か下記の問
い合わせ先までご連絡ください。

　生活環境課� ℡ 464-1121
　舟橋村社会福祉協議会

℡ 464-1847

表彰された皆さん （敬称略）
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　　軽自動車の種類／排気量等 年税額 軽自動車の種類／排気量等 年税額

原動機付自転車
50㏄以下 1,000円

軽 自 動 車

ニ輪のもの 2,400円
90㏄以下 1,200円 三輪のもの 3,100円
125㏄以下 1,600円

四輪以上・乗用
営業用 5,500円

小型特殊自動車
農耕作業用 1,600円 自家用 7,200円
その他 4,700円

四輪以上・貨物用
営業用 3,000円

ニ輪の小型自動車 4,000円 自家用 4,000円
ミニカー 2,500円 スノーモービル 2,400円
トレーラー 2,400円

税のはなし特集�
Part 2

　特集！税のはなしは、村税について、みなさんにお知らせすることを目的に、６回にわたってお届
けしています。

　４月号では、わたしたちの納めた税金は、安全を守る警察・消防や、道路・水道の整備といった「国

民に役立つ公的サービス」や、年金・医療・福祉・教育など「社会での助け合いのための活動」に使わ

れていることをお知らせしました。税金は、みんなで社会を支えるための「会費」です。
　５月中旬には、平成26年度軽自動車税の納税通知書が発送されますので、今回は、軽自動車税につ

いてご紹介します！

　軽自動車税は、その年の4月1日現在で、原動機付自転車、軽自動車、小型特殊自動車および
二輪の小型自動車を所有している方にかかる税金です。

　軽自動車税の納期限（この日までに納付してくださいという日です。）は5月末になります。
平成26年度は5月末日が休日にあたるため、納期限を6月2日としています。

　なお、村税の納付には、安心で簡単・確実な口座振替をおすすめしています。

　軽自動車の種類や排気量によって決まっています。

［軽自動車税］
Q１

Q3

Q2

A１

A3

A2

軽自動車税って、どんな人にかかる税金なの？

軽自動車税って、いつまでに納めなければならないの？

軽自動車税の額って、どうやって決まるの？

納税通知書発送時期 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

固定資産税 ４月中旬 １期 ２期 ３期 ４期

軽自動車税 ５月中旬 １期

村県民税（普通徴収※） ６月中旬 １期 ２期 ３期 ４期

国民健康保険税 ７月中旬 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期

後期高齢者医療保険料 ７月中旬 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期

～軽自動車税は６月２日（月）までに納付しましょう！～
★ちなみに…村税の納期カレンダーは次のとおりです。

※村県民税の特別徴収（給料天引）分については、お勤め先へ税額通知をお送りします。
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　軽自動車税は、軽自動車を所有していることに対して課税される税金です。毎年 4月１日現
在で所有者として登録されている方に課税されます。
　使用不能で置きっぱなしになっている場合でも、廃車手続きをされないと軽自動車税は課税さ
れ続けます。

　軽自動車税は、4月１日現在で軽自動車等を所有している方に課税されます。このため、4月
2日以降に譲渡したとしても、その年度の税金は納付していただくことになります。
　4月１日以前に譲渡したにもかかわらず納税通知書が届いた場合は、軽自動車を譲り受けた
方が名義変更等の手続きをしていないことが考えられます。その場合は、至急手続きをした上で
軽自動車税を納付してださい。名義変更の手続きをしていただかないと、来年度以降もずっと課
税されてしまいますので、必ず手続きをしてください。

　軽自動車税は、4月１日現在で軽自動車等を所有している方に課税されます。このため、4月
2日以降に廃棄したとしても、その年度の税金は納付していただくことになります。
　4月１日以前に廃車したにもかかわらず納税通知書が届いた場合は、舟橋村役場総務課まで
お問い合わせください。

　軽自動車税は年税です。年度の途中で廃車したとしても、月割りでの税金の還付はありません。
※自動車税（県税）は月割りで税金が還付されます。

　ナンバープレートを失くしたり、折れてしまった場合は、再発行の申請をしてください。

　軽自動車税を自主納付（金融機関等で納税通知書に現金を添えて納付されること）された場合、
領収書の下に納税証明書が付いていますので、そのままご利用いただけます。
　軽自動車税を口座振替で納付された場合は、6月中旬に納税証明書を送付いたしますのでご利
用ください。
　また、いずれの場合も紛失された場合は、役場総務課にて軽自動車税納税証明書を発行できま
すのでお問い合わせください。

Q4

Q5

Q6

Q7

Q8

Q9

A4

A5

A6

A7

A8

A9

もう使っていない（乗れない）のに軽自動車税を払わなければならないの？

軽自動車を知人に譲ったのに、軽自動車税の納税通知書が届いたのはどうして？

軽自動車を廃車したのに、軽自動車税の納税通知書が届いたのはどうして？

軽自動車税を納付したあとで廃車したら、軽自動車税は還付してもらえるの？

原動機付自転車のナンバーが折れてしまったらどうしたらいいの？

軽自動車の車検のとき、納税証明書はどれを提出すればいいの？

村税についてわからない
ことは、舟橋村役場総務課ま
でお気軽に問い合わせください。

［℡４６４－１１２１］

★平成27年4月1日以降に新車で購入された軽四輪自動車の税率が引き上げられます！
　　四輪の自家用乗用車　7,200 円（現行）→ 10,800 円（改正案）
　　四輪の自家用貨物車　4,000 円（現行）→ 5,000 円（改正案）

★平成27年度分から二輪車の税率が引き上げられます！
　　原動機付自転車（50㏄以下）� 1,000 円（現行）→ 2,000 円（改正案）
　　二輪の軽自動車（125㏄超～250㏄以下）� 2,400 円（現行）→ 3,600 円（改正案）

お知ら せ
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舟
橋
村
史
編
さ
ん
室
だ
よ
り

　
『
舟
橋
村
史
』の
編
さ
ん
が
進
ん

で
い
ま
す
。
舟
橋
村
に
は
、
こ
れ

ま
で『
舟
橋
村
誌
』（
昭
和
3
年
刊
）

と
『
舟
橋
村
誌
第
二
編
』（
昭
和

38
年
刊
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
絶
版
と
な
り
、
手
近
で
読
め

　

村
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
執
筆
の

過
程
で
必
要
な
資
料
や
写
真
な
ど

の
提
供
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
村
史

◦
舟
橋
村
史
編
集
要
綱

【
基
本
方
針
】

　

以
前
に
発
刊
さ
れ
た
「
舟
橋
村
誌
」「
舟
橋
村
誌
第
二
編
」

の
内
容
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
資
料
の
発
掘
及
び
調
査

を
盛
り
込
ん
だ
『
舟
橋
村
史
」
を
編
集
し
ま
す
。

【
基
本
仕
様
】

　

読
み
や
す
さ
を
第
一
と
し
、Ａ
四
判
三
段
組
み
と
し
ま
す
。

【
基
本
構
成
案
】

編
さ
ん
に
役
立
つ
と
思
わ
れ
る
資

料
や
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
編

さ
ん
室
へ
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
例
え
ば
、
古
い
文
書
や
明
治

以
降
の
農
事
・
生
活
な
ど
に
関
わ

る
手
書
き
や
印
刷
物
、
個
人
の
日

記
や
メ
モ
な
ど
も
参
考
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
願
い
し

ま
す
。

舟
橋
村
史

序
章　

舟
橋
村
の
自
然　

大
地
の
形
成
ほ
か

第
一
編　

舟
橋
地
域
史

第
一
章　

先
史
・
古
代

第
二
章　

中
世

第
三
章　

近
世

第
二
編　

舟
橋
村
史

第
一
章　

近
代
化
へ
の
道

第
二
章　

舟
橋
村
の
誕
生

第
三
章　

大
正
・
昭
和
戦
前
期
の
舟
橋
村

第
四
章　

戦
時
下
の
舟
橋
村　

第
五
章　

戦
後
民
主
化
期
と
舟
橋
村　

第
六
章　

高
度
成
長
期
の
舟
橋
村　

第
七
章　

現
在
の
舟
橋
村　

第
八
章　

郷
土
の
人
物　

第
九
章　

舟
橋
村
の
将
来
（
別
途
企
画
）

第
三
編　

神
社
と
寺
院

第
四
編　

民
俗

第
五
編　

集
落
史

執
筆
者

菊
川　

茂

藤
田
富
士
夫

久
保
尚
文

宮
本
幸
江

浦
田
正
吉

須
山
盛
彰

藤
谷
寿
美
夫

綿
引
正
則

長
井　

敬

内
野
誠
一

前
田　

稔

高
谷
純
夫

塩
原
紘
栄

須
山
盛
彰

協
力
者

　

自
治
会
長

舟
橋
/
佛
生
寺
/
海
老
江
/
竹
鼻
/
古
海
老
江

東
芦
原
/
稲
荷
/
国
重
/
竹
内
/
竹
鼻
団
地

東
芦
原
団
地
/
き
ら
め
き
の
郷

第3回編さん委員会（3月29日㈯）で、編さん委員を前に金森村長の挨拶

①

　役場2階に村史編さん室を開設しました。
月曜日～金曜日、午前9時～午後5時（午後
0時～午後1時を除く）まで開いております。
　舟橋村集落の歴史などについて、村民の皆
さんの声を聞きながら編さん作業を進めてい
きたいと考えております。気軽にお立ち寄り
ください。各委員が随時来室するほか、次の2
名が嘱託職員として交代で勤務しています。

嘱託職員　林 　 伸 夫
　同　　　永 田 一 美

資
料
の
提
供
に
つ
い
て

お
願
い

村
史
に
拾
う

村史編さん室で交流を

│
村
史
編
さ
ん
委
員
が
執
筆

な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
平

成
24
年
4
月
か
ら
新
た
に
『
舟
橋

村
史
』
を
編
さ
ん
す
る
事
業
が
始

ま
り
ま
し
た
。
編
さ
ん
は
、
須
山

盛
彰
委
員
長
を
中
心
に
村
内
外
の

13
名
の
方
に
委
員
を
委
嘱
し
、
分

担
は
下
表
の
通
り
で
す
。
平
成
27

年
の
刊
行
を
目
指
し
、
目
下
、
各

委
員
は
調
査
・
執
筆
に
大
わ
ら
わ

で
す
。

　

次
号
か
ら
は
「
編
さ
ん
室
だ
よ

り
」
と
し
て
、
各
委
員
の
村
史
に

拾
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
物
語
ふ

う
に
連
載
し
ま
す
か
ら
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

★
連
絡
先

　

村
史
編
さ
ん
室

（
役
場
４
６
４

−

１
１
２
１
内
線
50
）
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４
月
よ
り
舟
橋
村
役
場
職
員
と
し

て
生
活
環
境
課
に
配
属
と
な
り
ま
し

た
田
中
宏
幸
と
申
し
ま
す
。

　

私
は
高
岡
市
の
出
身
で
す
が
、
舟

橋
村
の
話
を
耳
に
す
る
機
会
は
あ
り

ま
し
た
。
初
め
て
舟
橋
村
を
訪
れ
た

と
き
に
は
、
駅
と
併
設
さ
れ
た
図
書

館
の
存
在
、
田
園
風
景
広
が
る
空
間

に
美
し
い
山
々
が
大
き
く
見
え
、
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
。

　

窓
口
業
務
や
戸
籍
業
務
、
児
童
手

当
等
を
担
当
す
る
の
で
、
住
民
の
皆

生
活
環
境
課
　
住
民
係
　
主
事

田
中
宏
幸

Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｋ

Ｕ
Ｐ
コ
ー
ナ
ー

　

年
度
末
の
異
動
で
、
舟
橋
小
学
校

に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、

土
田　

聡
で
す
。
ご
縁
が
あ
っ
て
5

年
ぶ
り
2
回
目
の
勤
務
で
す
。
前
回

は
、
舟
橋
小
学
校
の
改
築
に
関
わ
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
新
し
く

な
っ
た
校
舎
で
の
勤
務
は
初
め
て
で
、

と
て
も
新
鮮
な
感
じ
が
し
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
前
4
年
間
は
、
舟
橋
村
教

育
委
員
会
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
な
ど

の
社
会
教
育
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
久
し
ぶ
り
に
地
域
の
み
な

さ
ん
の
笑
顔
に
出
会
え
て
ふ
る
さ
と

に
戻
っ
た
よ
う
な
気
分
で
い
ま
す
。

　

さ
て
、
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
入
学
式
を
終
え
、
全
校
児
童

は
２
４
７
名
と
な
り
ま
し
た
。
始
業

式
で
は
、
2
年
生
か
ら
6
年
生
に
3

つ
の
こ
と
を
が
ん
ば
る
学
校
に
し
た

い
と
話
し
ま
し
た
。

　

1
つ
目
は
、「
健
康
」
で
す
。
ど

ん
な
こ
と
に
も
が
ん
ば
れ
る
体
と
心

を
育
て
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
体

は
運
動
し
た
り
、
き
ち
ん
と
食
事
を

と
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
体

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。で
も
、

た
だ
運
動
す
る
だ
け
で
は
、
丈
夫
な

体
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

鍛
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ち
ょ
っ

と
苦
し
い
な
と
感
じ
て
運
動
す
る
と

鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
走
る
の

が
つ
ら
い
な
と
思
っ
て
い
て
も
、
毎

日
続
け
れ
ば
、
楽
に
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
れ
が
、
体
が
鍛
え
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
心
も
同
じ
で

す
。「
走
る
の
が
つ
ら
い
」
で
や
め

て
し
ま
え
ば
、
心
は
鍛
え
ら
れ
ま
せ

ん
。
苦
し
い
け
れ
ど
、
も
う
ち
ょ
っ

と
が
ん
ば
ろ
う
、
辛
い
け
ど
も
う
ち

ょ
っ
と
が
ん
ば
ろ
う
と
す
る
こ
と
で
、

い
つ
の
ま
に
か
心
も
強
く
な
っ
て
い

き
ま
す
。

　

2
つ
目
は
、「
思
い
や
り
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
相
手
の
気
持
ち
が
分

か
る
と
い
う
の
は
と
て
も
難
し
い
こ

と
で
す
が
、
相
手
を
気
持
ち
よ
く
し

て
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
そ
れ

は
、
挨
拶
を
す
る
こ
と
で
す
。
挨
拶

を
す
る
と
、
自
然
と
心
が
解
放
さ
れ

て
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
朝
の
挨
拶

を
し
っ
か
り
と
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

3
つ
目
は
、「
実
行
」
で
す
。
自

分
か
ら
進
ん
で
何
に
で
も
取
り
組
ん

で
み
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
頭
で
考

え
て
み
る
だ
け
で
な
く
、
実
行
し
て

み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
い

ろ
い
ろ
と
体
験
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
自
分
か
ら
ど
ん
ど
ん
挑
戦
し
て

み
よ
う
と
す
る
子
供
に
育
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
但
し
、
自
分

　

4
月
か
ら
舟
橋
中
学
校
に
勤
務
し

て
い
る
島
瀬
英
智
で
す
。
富
山
県
東

部
教
育
事
務
所
か
ら
来
ま
し
た
。

　

住
ま
い
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
西
瓜
や
杉

沢
の
沢
ス
ギ
、
海
洋
深
層
水
な
ど
で

有
名
？
な
入
善
町
で
す
。
入
善
町
の

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ジ
ャ

ン
ボ
〜
ル
三
世
」
は
２
０
１
３
総
合

ゆ
る
キ
ャ
ラ
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
富

山
県
内
で
は
ト
ッ
プ
、
全
国
で
34
位

の
好
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

　

家
族
は
、
妻
と
娘
二
人
が
お
り
ま

す
。
娘
た
ち
は
数
年
前
か
ら
働
い
て

お
り
、
自
立
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
の
で

す
が
、
少
な
い
な
が
ら
も
食
費
等
の

生
活
費
を
毎
月
納
め
て
く
れ
て
い
ま

す
。

　

昨
年
度
は
、学
校
を
離
れ
た
た
め
、

子
ど
も
た
ち
が
い
な
い
寂
し
さ
か
ら

か
樹
木
を
苗
木
か
ら
育
て
る
こ
と
に

精
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
柿
や
栗
・

り
ん
ご
・
姫
り
ん
ご
・
金
柑
・
イ
チ

ジ
ク
・
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
と
多
く
の
苗

木
を
丹
精
を
込
め
て
育
て
た
つ
も
り

で
し
た
が
、
ま
と
も
に
育
っ
て
い
る

の
命
、
友
達
の
命
は
と
っ
て
も
大
切

で
す
か
ら
、
命
の
危
険
が
あ
る
こ
と

は
、
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
と
い
う
こ
と
は
話
し
ま
し
た
。

　

こ
の
3
つ
は
、
舟
橋
小
学
校
の
学

校
教
育
目
標
で
す
。
こ
れ
か
ら
、
こ

の
目
標
を
大
切
に
し
て
、
子
供
た
ち

が
「
楽
し
く
」「
安
全
」
に
過
ご
せ

る
学
校
づ
く
り
に
全
教
職
員
が
力
を

合
わ
せ
て
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

舟橋村小学校

土田　聡校長

舟橋村中学校

島瀬英智校長

の
は
イ
チ
ジ
ク
だ
け
で
す
。
水
や
肥

料
は
問
題
な
い
つ
も
り
で
す
の
で
、

育
た
な
い
原
因
は
「
土
壌
」
な
の
か

な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

人
づ
く
り
も
や
は
り
「
土
壌
」
が

肝
心
。
子
ど
も
た
ち
が
、
芽
を
出
し

根
や
茎
を
伸
ば
し
、
花
を
咲
か
せ
立

派
な
果
実
を
実
ら
せ
ら
れ
る
よ
う
土

壌
づ
く
り
（
生
徒
が
安
心
し
て
学
習

で
き
る
心
の
居
場
所
と
な
る
学
級
や

学
校
）
を
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

さ
ん
と
接
す
る
機
会
が
多
く
な
る
と

思
い
ま
す
。
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か

り
で
戸
惑
っ
て
お
り
ま
す
が
、
一
生

懸
命
勉
強
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

し
っ
か
り
と
ご
説
明
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
先
輩
方
の
窓
口
業
務
を
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
、
先

輩
方
と
住
民
の
皆
さ
ん
の
間
に
は
、

信
頼
や
親
し
さ
と
い
っ
た
も
の
を
感

じ
ま
す
。
私
は
こ
の
役
場
に
来
た
ば

か
り
で
、
皆
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
が

ま
だ
ま
だ
弱
い
で
す
か
ら
、
積
極
的

に
行
動
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
間

に
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
ど
ろ
も
ど
ろ
な
対
応
で
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す

が
、
一
刻
も
早
く
こ
の
仕
事
に
慣
れ

る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

新人紹介

舟
っ
子
め
ざ
し
て

人
づ
く
り
も

　
土
壌
が
肝
心
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4
月
6
日
㈰
か
ら
4
月
15
日
㈫
ま
で
の
10
日
間
、「
ゆ

ず
り
あ
う　

心
で
ひ
ろ
が
る　

無
事
故
の
輪
」
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
も
と
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。
7
日
に
は
、
交
通
安
全
村
民
大
会
が
開
催

さ
れ
、
期
間
中
の
交
通
事
故
防
止
に
向
け
、
交
通
安
全

宣
言
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
村
の
幹
線
道
路
で
あ
る
上
市
街
道
（
県
道
富

山
・
上
市
線
）
で
は
、
上
市
区
域
交
通
安
全
協
会
舟
橋

支
部
と
舟
橋
村
交
通
安
全
母
の
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
街

頭
Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ス
コ

ッ
ト
等
を
ド
ラ
イ
バ

ー
に
手
渡
し
て
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

4
月
11
日
㈮
に
、
舟
橋
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

会
員
の
方
等
に
よ
る
安
全
見
守
り
隊
（
37
名
）
の
出

発
式
が
、
舟
橋
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
毎
週
金

曜
日
の
下
校
時
午
後
2
時
半
か
ら
4
時
の
間
、
各
地

区
の
交
差
点
等
で
見
守
り
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
全
見
守
り
隊
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
も
影
な
が
ら

の
見
守
り
活
動
を
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

4
月
1
日
㈫
、
上
市
警
察
署
に

て
交
通
指
導
員
の
皆
さ
ん
へ
の
委

嘱
状
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
3
月
に
村
内
で
起
き

た
交
通
死
亡
事
故
に
触
れ
、
二
度

と
同
じ
よ
う
な
痛
ま
し
い
事
故
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
、
一
丸
と
な
っ

て
交
通
事
故
防
止
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
舟
橋
村
の
交
通
指
導
員

と
し
て
永
年
尽
力
さ
れ
た
澤
田
重

敏
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

安
全
見
守
り
隊
の
出
発
式
が

行
わ
れ
ま
し
た

　平成26年度は、江尻好昭さん（写
真左）と森田　勝さん（写真右、新任）
のお二人に舟橋村の交通指導員と
して活動していただくことになり
ました。
　主に登下校中の時間帯に交通事
故防止のために街頭で見守ってく
ださっています。交通指導員のお
二人を見かけたら、ぜひ元気な声
で挨拶をしてください。交通指導
員さんにとって、皆さんの挨拶が
なによりの元気の素だそうです。

春の全国交通安全運動が
展開されました

舟橋村の交通指導員さんです

村内ニュース

マスコットを配る舟橋村
交通安全母の会の皆さん

交通安全宣言をする工藤咲織舟橋村
交通安全母の会会長
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講　座　名 対　象 日 時　間 場　所 会員参加費（いずれかを選択）

ふれあいバドミントン
（小学３年生以下は親同伴）

親子・一般
1日㈭・8日㈭
15日㈭・22日㈭
29日㈭

19：45〜
21：00 舟橋小学校体育館 200円/回 500円/月

キッズ
スポーツ 年中・年長 7日㈬・14日㈬

21日㈬・28日㈬
17：00〜
18：00 舟橋小学校体育館 2,000円/月

フラダンス 一 般 7日㈬・14日㈬
21日㈬

13：30〜
14：30 舟橋会館研修室4 500円/回

やさしいヨガ 一 般 13日㈫・20日㈫
27日㈫

10：00〜
11：00 舟橋会館大広間 300円/回

キンボール

小学生

10日㈯・17日㈯
24日㈯・31日㈯

14：30〜
16：30

舟橋中学校体育館 200円/回 500円/月
7日㈬・14日㈬
21日㈬・28日㈬

18：30〜
20：30

中学生以上

10日㈯・17日㈯
24日㈯・31日㈯

15：00〜
18：30

舟橋中学校体育館 200円/回 500円/月
7日㈬・14日㈬
21日㈬・28日㈬

18：30〜
20：30

舟橋文化スポーツクラブ

“バンドリー”講座カレンダー（５月）

　〈問い合わせ先〉

▲

バンドリー事務局（舟橋文化スポーツクラブ/舟橋中学校体育館内）
月・木　10：00〜14：00　TEL・FAX 464−1456（留守時、転送になります）▲

舟橋村教育委員会（舟橋会館内）
月〜金　8：30〜17：00　TEL 464−1126

会員限定

基本料金（1か月当たり） 超過料金（1㎥当たり）

水量 現行（円）改正後（円） 水量 現行（円）改正後（円）

10㎥まで 1,470円 1,512円 1㎥増す
ごとに 156.45円 160.92円

メーター口径（㎜）
貸付料金（1か月当たり）

現　行（円） 改正後（円）

13㎜ 102.9　円 105.84 円

20㎜ 204.75 円 210.6　円

消費税率の引き上げに伴い水道
料金等を変更いたします

※【継続使用の場合】４月１日以降初めての検針分まで
は経過措置があり、消費税は従来通りの５％となりま
す。（５月検針・６月請求分より消費税８％として請
求いたします。）

問い合わせ先　生活環境課　℡ 464-1121

　簡易水道料金の請求金額には、平成26年 3月
末までは 5％の消費税が含まれていましたが、4
月1日以降の検針分からは消費税 8％に引き上げ
られました。皆様のご理解をお願いいたします。

基本料金（1か月当たり） 超過料金（1㎥当たり）

水量 現行（円）改正後（円） 水量 現行（円）改正後（円）

10㎥まで 1,470円 1,512円 1㎥増す
ごとに 168円 172.80円

※【継続使用の場合】４月１日以降初めての検針分まで
は経過措置があり、消費税は従来通りの５％となりま
す。（５月検針・６月請求分より消費税８％として請
求いたします。）

問い合わせ先
中新川広域行政事務組合　下水道課

℡ 464-1315

消費税率の引き上げに伴い下水道
料金等を変更いたします

　下水道料金の請求金額には、平成26年 3月末
までは 5％の消費税が含まれていましたが、4 月
1日以降の検針分からは消費税 8％に引き上げ
られました。皆様のご理解をお願いいたします。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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お知らせのページ

ペ
ッ
ト
の
フ
ン
は
飼
い
主
が

責
任
も
っ
て
始
末
し
て
く
だ
さ
い
。

「
環
境
美
化
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」

が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

ひ
き
こ
も
り
等

家
族
相
談
の
ご
案
内

入
札
結
果
を
公
表
し
ま
す

行
政
相
談
委
員
ご
紹
介

　

登
記
、
年
金
、
保
険
、
福
祉
、
道
路
、
窓
口
サ
ー

ビ
ス
な
ど
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
、
困
っ
て
い
る

こ
と
や
知
り
た
い
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
山
岸
克
彦
さ
ん（
海
老
江
）

で
す
。

　

相
談
日
は
、
毎
月
第
3
火
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
翌
日
）
午
後
１
時
30
分
～
４
時
ま
で
舟
橋
会
館

で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
先総

務
課　

℡
４
６
４

−

１
１
２
１

　

各
市
町
村
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け

た
人
権
擁
護
委
員
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
来

た
る
6
月
１
日
の
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
に
あ

わ
せ
て
次
の
と
お
り
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
、

　

舟
橋
村
で
は
「
環
境
美
化
の
促
進
に
関
す
る
条

例
」
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
条
例
は
、
村

民
や
事
業
者
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
、
空
き
缶
な

ど
の
ポ
イ
捨
て
や
、
ペ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
フ
ン
害
を

防
止
し
、
美
し
い
村
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
の
責
務
に

つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
ペ
ッ
ト
を
散
歩
さ
せ
る
時
は
、
フ
ン
を
適
正
に

処
理
す
る
た
め
の
用
具
を
携
帯
し
、
フ
ン
を
回

収
し
、
持
ち
帰
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。（
第

6
条
第
2
項
）

※
ご
家
庭
に
持
ち
帰
ら
れ
た
フ
ン
は
、
便
器
に
排

出
す
る
、
あ
る
い
は
ご
家
庭
の
敷
地
内
に
埋
め

る
な
ど
、
適
正
な
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

よ
り
美
し
い
舟
橋
村
を
つ
く
る
た
め
、
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

生
活
環
境
課　

℡
４
６
４

−

１
１
２
１

「
愛
犬
の
し
つ
け
方
教
室
」

参
加
者
募
集

　

周
囲
に
迷
惑
を
か
け
ず
、
犬
と
仲
良
く
暮
ら
す

た
め
に
、
犬
の
習
性
や
基
本
的
な
し
つ
け
方
を
学

ぶ｢

愛
犬
の
し
つ
け
方
教
室｣

を
開
催
し
ま
す
。

愛
犬
と
一
緒
に
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時　

平
成
26
年
5
月
25
日
㈰
・
6
月
1
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
の
2
日
間

場
　
所　

富
山
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

（
立
山
町
利
田
）

対
象
者　

滑
川
市
、
立
山
町
、
上
市
町
、
舟
橋
村

に
お
住
ま
い
の
犬
の
飼
主
の
方
。
生
後
6
ヶ
月

以
上
2
才
前
後
で
登
録
及
び
狂
犬
病
予
防
注
射

接
種
済
の
飼
犬
。
犬
同
伴
で
2
日
間
と
も
受
講

可
能
な
方
。（
10
組
程
度
）

内
　
容

・
講
話
（
犬
の
関
係
法
令
、
飼
養
管
理
）

・
実
技
演
習
（
人
に
つ
い
て
歩
く
訓
練
な
ど
）

携
行
品　

リ
ー
ド
、
糞
を
始
末
す
る
た
め
の
ゴ
ミ

袋
と
シ
ャ
ベ
ル
な
ど

募
集
期
間　

平
成
26
年
5
月
1
日
㈭
〜

5
月
16
日
㈮
（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）

　

申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

富
山
県
中
部
厚
生
セ
ン
タ
ー

衛
生
検
査
課　

℡
４
７
２

−

１
２
３
４

　

受
付　

平
日
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

4
月
11
日

舟
橋
中
学
校
体
育
館
吊
り
天
井
撤
去
工
事
実
施

設
計
業
務

落
札
業
者　

㈱
押
田
建
築
設
計
事
務
所

落
札
金
額　

１
、０
２
６
、０
０
０
円

4
月
18
日

舟
橋
村
保
育
所
内
部
改
修
工
事
実
施
設
計
業
務

落
札
業
者　

㈱
押
田
建
築
設
計
事
務
所

落
札
金
額　

７
３
４
、４
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

℡
４
６
４

−

１
１
２
１

　

特
設
人
権
相
談
所

開
設
の
お
知
ら
せ

「
６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　

ひ
き
こ
も
り
の
お
子
さ
ん
を
支
え
て
い
る
ご
家

族
の
気
持
ち
が
楽
に
な
る
よ
う
に
専
門
家
が
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。
秘
密
は
守
り
ま
す
の
で
安
心
し

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

平
成
26
年
5
月
28
日
㈬

場
　
所　

富
山
県
中
部
厚
生
セ
ン
タ
ー

助
言
者　

臨
床
心
理
士

☆
家
族
相
談（
座
談
会
）

お
子
さ
ん
を
支
え
て
い
る
ご
家
族
の
サ
ポ
ー
ト

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

☆
個
別
相
談（
希
望
者
）�

午
後
3
時
30
分
〜
5
時

※
相
談
希
望
の
方
は
事
前
に
左
記
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
先　

　

富
山
県
中
部
厚
生
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
班

上
市
町
横
法
音
寺
40　
℡
４
７
２

−

０
６
３
７

（
金
額
は
全
て
税
込
）

来
年
度
小
学
校
入
学
予
定
児

の
保
護
者
の
皆
様
へ

　

舟
橋
小
学
校
の
運
動
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中

で
、
来
年
度
入
学
予
定
児
の
「
か
け
っ
こ
」
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◦
日
　
時　

平
成
26
年
5
月
24
日
㈯（
雨
天
順
延
）

　

・
受
付
完
了　
　
　

11
時
20
分

　

・
競
技
開
始
予
定　

11
時
40
分

◦
集
合
場
所　

舟
橋
小
学
校　

グ
ラ
ウ
ン
ド
本
部

席
テ
ン
ト
後
ろ

み
な
さ
ん
か
ら
の
人
権
に
関
わ
る
困
り
ご
と
や
悩

み
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

是
非
お
気
軽
に
ご
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

［
特
設
人
権
相
談
所
］

　

開
設
日
時　

平
成
26
年
6
月
2
日
㈪

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
4
時

　

会
　
　
場　

舟
橋
会
館　

2
階　

和
室

飲
料
水
の

水
質
検
査
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
4
月
１
日
か
ら
「
亜
硝
酸
態
窒
素

（
基
準
値
０・０
４㎎/

Ｌ
）」が
飲
料
水
の
水
質
検

査
項
目
に
追
加
さ
れ
、
必
要
と
な
る
検
査
項
目
が

12
項
目
か
ら
13
項
目
と
な
り
ま
し
た
。
ご
家
庭
で

井
戸
水
を
飲
料
水
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
水

質
検
査
を
受
け
ら
れ
る
際
は
、「
亜
硝
酸
態
窒
素
」

の
項
目
が
厚
生
セ
ン
タ
ー
で
は
分
析
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
民
間
の
水
質
検
査
業
者
へ
依
頼
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
富
山
県
庁

生
活
衛
生
課
又
は
中
部
厚
生
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

富
山
県
生
活
衛
生
課　

℡
４
４
４

−

３
２
３
１

中
部
厚
生
セ
ン
タ
ー　

℡
４
７
２

−

１
２
３
４

舟
橋
村
生
活
環
境
課　

℡
４
６
４

−

１
１
２
１

お願い

全
国
一
斉
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介
護
保
険
事
業
の
計
画
策
定
に
か

か
る
「
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調

査
」
の
実
施
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

平
成
26
年
度
は
第
6
期
（
平
成
27
年
度
～
29
年

度
）
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
す
る
年
で
す
。

　

計
画
策
定
に
あ
た
り
、
65
歳
以
上
の
方
の
現
状

を
把
握
す
る
た
め「
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」

（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
を
行
い
ま
す
。
抽
出
調
査
で
中

新
川
郡
内
に
お
住
ま
い
の
３
、５
０
０
名
の
方
を

対
象
に
「
調
査
票
」
を
5
月
初
旬
ま
で
に
お
届
け

い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
回
答
の
上
ご
返
送
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
介
護
保
険
事
業
や
高
齢
者
福
祉
施

策
を
考
え
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
と
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
様
の
健
康
情
報
と
し
て
厳
重
に
取
扱

い
ま
す
の
で
、
期
間
内
の
返
信
に
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

調
査
内
容　
「
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」

・
「
介
護
予
防
」
や
「
健
康
状
態
」
な
ど
、
大

き
く
分
け
て
10
項
目
に
、
○
を
つ
け
る
簡
単

な
調
査
で
す
。

調
査
対
象
数　

立
山
町　

１
、６
０
０
名

　
　
　
　
　
　

上
市
町　

１
、５
０
０
名

　
　
　
　
　
　

舟
橋
村　
　

４
０
０
名

合
計　

３
、５
０
０
名

◆
5
月
の
保
険
料
（
65
歳
以
上
の
方
）

・
特
別
徴
収
、
普
通
徴
収
と
も
に
あ
り
ま
せ
ん
。

・
次
回
の
普
通
徴
収
は
7
月
に
な
り
ま
す
。
前
年

度
分
で
納
め
忘
れ
が
な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◦
職
種
／
募
集
人
員

　

土
木
職
（
大
学
卒
程
度
）
／
１
名
程
度

◦
受
験
資
格

①
昭
和
58
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
5
年
4
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
学
校
教
育
法
に

基
づ
く
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。）
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
と
中
新
川
広
域
行
政
事
務
組

合
管
理
者
が
認
め
る
教
育
機
関
を
卒
業
し
た

者
又
は
平
成
27
年
3
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
者

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
保
有
し
て
い
る
方

又
は
採
用
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

◦
採
用
年
月
日　

平
成
27
年
4
月
１
日

（
状
況
に
よ
り
随
時
採
用
あ
り
）

◦
試
験
日
／
場
所　

平
成
26
年
6
月
１
日
㈰

中
新
川
広
域
行
政
事
務
組
合

　

平
成
27
年
4
月
に
採
用
を
予
定
し
て
い
る
富
山

県
東
部
消
防
組
合
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
「
忙
し
く
て
…
」、「
つ
い
、
う
っ
か
り
…
」
と

い
っ
た
理
由
で
も
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
額
が
減
額
さ
れ
た

り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、

万
が
一
の
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年

金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
便

利
で
安
心
、
確
実
な
口
座
振
替
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

　

口
座
振
替
は
、
全
国
の
銀
行
・
郵
便
局
・
農
協
・

漁
協
・
信
用
金
庫
・
信
用
組
合
・
労
働
金
庫
で
利

用
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
の
際
は
、
年
金
事
務
所

や
金
融
機
関
に
備
え
付
け
の
申
出
書
に
必
要
な
事

項
を
記
入
し
て
、
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
金
融

機
関
等
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

魚
津
年
金
事
務
所

　

℡
０
７
６
５

－

２
４

－

５
１
５
３

平
成
26
年
度
富
山
県
東
部

消
防
組
合
職
員
採
用
試
験

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、

便
利
・
安
心
・
確
実
な

口
座
振
替
で
！

平
成
27
年
４
月
採
用

中
新
川
広
域
行
政
事
務
組
合

職
員
の
募
集
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
先

中
新
川
広
域
行
政
事
務
組
合

　

介
護
保
険
課　

℡
４
６
４

−

１
３
１
６

介
護
保
険
あ
れ
こ
れ

注
⒈
富
山
県
東
部
消
防
組
合
管
轄
内
は
、
魚
津

市
、
滑
川
市
、
上
市
町
、
舟
橋
村
で
す
。

⒉
年
齢
制
限
理
由
：
任
期
の
定
め
の
な
い
採

☆
採
用
人
数　

3
名
程
度

☆
受
験
資
格

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

①　

富
山
県
東
部
消
防
組
合
管
轄
内
に
住
所

を
有
す
る
人
（
採
用
さ
れ
る
ま
で
に
富
山

県
東
部
消
防
組
合
管
轄
内
に
居
住
す
る
人

を
含
む
。）

②　

昭
和
62
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
5
年
4

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

③　

大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
人

④　

体
力
頑
健
の
人

消防�上級消防�中級
☆
採
用
人
数　

若
干
名

☆
受
験
資
格

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

①　

富
山
県
東
部
消
防
組
合
管
轄
内
に
住
所

を
有
す
る
人
（
採
用
さ
れ
る
ま
で
に
富
山

県
東
部
消
防
組
合
管
轄
内
に
居
住
す
る
人

を
含
む
。）

②　

平
成
元
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
7
年
4

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

③　

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
短
期
大
学
、
高

等
専
門
学
校
及
び
専
修
学
校
の
専
門
課
程

（
修
業
年
限
2
年
以
上
）
を
卒
業
又
は
卒

業
見
込
み
で
あ
る
こ
と
。

④　

体
力
頑
健
の
人

◦
一
次
試
験
の
日
程
　

7
月
6
日
㈰

◦
申
込
期
間
　
平
成
26
年
4
月
28
日
㈪

～
平
成
26
年
6
月
2
日
㈪

用
で
、
新
規
学
卒
者
と
併
せ
て
同
一
募
集

枠
で
の
募
集
の
た
め
。

◦
受
付
期
間　

郵
送
又
は
持
参
で
平
成
26
年
5
月

21
日
㈬
必
着

◦
申
込
方
法
な
ど

　

中
新
川
広
域
行
政
事
務
組
合
職
員
採
用
試
験
受

験
案
内
（
土
木
職　

大
学
卒
程
度
）

　

中
新
川
広
域
行
政
事
務
組
合
職
員
採
用
試
験
申

込
書
（
土
木
職　

大
学
卒
程
度
）

　

※
提
出
書
類
に
つ
い
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

〒
９
３
０

−

０
２
８
８

舟
橋
村
国
重
２
４
２

中
新
川
広
域
行
政
事
務
組
合
総
務
課

℡
４
６
４

−

１
３
３
５

※
申
込
方
法
・
試
験
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

富
山
県
東
部
消
防
組
合
消
防
本
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.toyam
a-toubu119.jp

に
も
受
験
案
内
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
申
込

用
紙
・
受
験
票
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

申
込
用
紙
請
求
・
申
込
・
問
合
せ
先

　

富
山
県
東
部
消
防
組
合

　
　
　
　

消
防
本
部
総
務
課
人
事
係

〒
９
３
７

−

０
８
０
５

富
山
県
魚
津
市
本
江
３
１
９
７

−

1

℡
０
７
６
５

−

２
４

−

０
１
１
９

E-m
ail

：soum
u@

toyam
a-toubu119.jp
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行　　　事 対　象　者 実 施 期 日 受 付 時 間 場　　所 備　　　考

５歳児健康診査 平成21年4月〜6月生
まれのお子さん 5月15日㈭ 午後1：00〜1：30 舟 橋 会 館

◦対象の方にはご案内します
◦母子健康手帳、健診票をご
持参ください

ちびっこひろば 生後3か月以上のお子
さんとその養育者の方 5月16日㈮ 午前9：30〜10：00 舟 橋 会 館

お気軽にお越しください
＊内容は、「ママフィットネス
　＆タッチタッチ」です

乳幼児健康診査
◦4か月児のお子さん
◦1歳6か月児のお子
さん

5月21日㈬ 午後1：00〜1：30 舟 橋 会 館
◦対象の方にはご案内します
◦母子健康手帳、健診票をご
持参ください

母 乳 育 児 相 談
（担当：助産師）

相談を希望される方 5月21日㈬ 午後1：30〜3：30 舟 橋 会 館 個別相談の場ですので、お気
軽にお越しください

子 育 て 相 談
（担当：心理相談員）

相談を希望される方 5月21日㈬ 午後1：30〜3：30 舟 橋 会 館 個別相談の場ですので、お気
軽にお越しください

３歳児健康診査 平成23年1月生まれの
お子さん 5月22日㈭ 午後1：00〜1：30 上市町保健福祉

総合センター

◦対象の方にはご案内します
◦母子健康手帳、健診票等を
ご持参ください

母 親 教 室 妊婦さんや産婦さんと
そのご家族

5月23日㈮
午前9：30〜10：00 舟 橋 会 館

◦対象の方にはご案内します
◦母子健康手帳をご持参くだ
さい5月30日㈮

健 康 相 談
（担当：保健師・

管理栄養士）

相談を希望される方

5月 2 日㈮

午後5：00〜7：30

舟 橋 会 館

個別相談の場ですので、お気
軽にお越しください
※16日は、「食事・栄養相談日」
　です

5月16日㈮

5月30日㈮

5月 9 日㈮
午後1：00〜4：00

5月23日㈮

特 定 健 康 診 査
（身体計測、血圧測定、
尿検査、血液検査、
診察、心電図検査等）

◦40歳以上の国民健康
保険加入の方
◦75歳以上の方
◦40歳未満で他で健診
を受ける機会がない方

6月 9 日㈪
午前9：00〜10：00 舟 橋 会 館

◦受診券及び保険証をご持参
ください
＊詳細は広報6月号の折込チ
ラシをご確認ください6月27日㈮

結核・肺がん検診
（胸部レントゲン）

◦40歳以上の方
◦職場や医療機関で受
診する機会がない方

6月 9 日㈪
午前9：00〜10：00 舟 橋 会 館

◦受診券をご持参ください
◦受診券をお持ちでない方も
受診できますので、お問い
合わせください
＊詳細は広報6月号の折込チ
ラシをご確認ください

6月27日㈮

胃 検 診
大 腸 検 診

職場や医療機関で受診
する機会がなく、受診
を希望される方

6月19日㈭

午前8：00〜9：00

舟 橋 会 館乳 房 検 診
子 宮 検 診 午後1：00〜2：00

骨粗しょう症検診 午後1：30〜2：30

乳 房 検 診
子 宮 検 診 7月 3 日㈭ 午後1：00〜2：00 舟 橋 会 館

子宮がん施設検診 20歳以上の方で希望さ
れる方

受診券をご持参ください。受診券
をお持ちでない方は、お問い合わ
せください

県内の婦人科病院
（県立中央病院と
富山大学附属病院
を除く）

＊70歳以上と節目の方は無料です
※子宮がん検診は、「富山県健康
増進センター」で受けること
も可能です

◆　健康診査・教室・予防接種等のお知らせ　◆

ほけんだより

【問い合わせ先】生活環境課 保健師まで　ＴＥＬ４６４－１１２１

４
月
に

１
歳
6
か
月
児

健
康
診
査
を
受
け
た

お
友
達中

な か

川
が わ

蒼
そ う

太
た

くん
（竹内）

井
い の

上
う え

慶
け い

一
い ち

くん
（舟橋）
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こんにち
は図書館です

おはなし会
新着図書

＊一般書
芥川賞・直木賞150回全記録� （出版）文藝春秋
一年中美しい手間いらずの小さな庭づくり

天野麻里絵
緒方貞子　戦争が終わらないこの世界で

小 山 靖 史
＊小説・エッセイ

微睡みの海� 熊 谷 達 也
仮面同窓会� 雫 井 脩 介
弱さの思想　―たそがれを抱きしめる―

高橋源一郎
決意とリボン� 林　真理子

＊児童書
楽しく遊ぶ学ぶ　よのなかの図鑑� 寺 本 　 潔
かあさんのしっぽっぽ� 村 中 李 衣
ふなっしーのおはなっしー� なかお けいこ
つかまえた！� 鈴木まもる

その他多数新着図書あります。

ＴＥＬ・ＦＡＸ４６３−５８３１
開館時間　平 日　10:00〜19:00（11月〜 3月は10:00〜18:00）

土・日　10:00〜17:00
休館日　　月曜日・祝日・毎月最終木曜日・蔵書点検日

●イソップおはなし会
5月17日㈯　午後 2時より　2階談話室

●ちっちゃなちっちゃな おはなし会
5月11日㈰
5月18日㈰
5月25日㈰

午前11時より
１階絵本コーナー

ど
ん
な
病
気
？

　

タ
バ
コ
の
煙
な
ど
の
有
毒
物
質
を

長
期
間
吸
入
す
る
こ
と
で
、
肺
に
炎

症
が
お
き
る
病
気
で
す
。

症
状
は
？

　

慢
性
の
咳
や
痰
、
体
を
動
か
し
た

時
の
息
切
れ
。

　

重
症
に
な
る
と
呼
吸
不
全
に
至

「
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）」に
つ
い
て

　

毎
年
5
月
31
日
は
、
世
界
禁
煙

デ
ー
で
す
。
こ
れ
を
機
に
、
禁
煙

に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？

＊幼児には、身近な大人が本を読んで聞かせて

あげましょう。

＊子どもたちの身近にいつも本をおくことを考

え、毎日たとえ短い時間でも本を読むことを

ほめ、本を読むのを聞いてあげましょう。

＊身近な大人がみずからが読書する姿を、子ど

もたちの眼にふれさせましょう。

子どもの読書週間

いつもいっしょ、
本といっしょ

　読書週間に合わせ、図書館ボランティア「イ
ソップの会」の方が、「おはなし会」で使用
してきた絵本・紙芝居を展示します。家庭で
の読み聞かせの参考にぜひご覧ください。

イソップさんおすすめの

絵本・紙芝居

4月23日～ 5月12日

ミ
ニけ

ん
こ
う
広
場
�

り
、
息
苦
し
さ
の
た
め
に
日
常
生
活

が
で
き
な
く
な
る
危
険
が
あ
り
ま

す
。
初
期
は
症
状
が
現
れ
に
く
い
た

め
、
早
期
発
見
が
難
し
い
こ
と
が
特

徴
で
す
。

予
防
法
は
？

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
原
因
の
約
90
％
は
喫

煙
で
あ
り
、
喫
煙
開
始
年
齢
が
若
年

で
あ
る
程
進
行
し
や
す
い
で
す
。
そ

の
た
め
、
禁
煙
が
最
も
効
果
的
な
予

防
法
で
す
。
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日 月 火 水 木 金 土
1

燃やせないごみ
2

燃やせるごみ
3

憲法記念日

4

みどりの日
5

こどもの日
6

振替休日
7

燃やせるごみ
8

びん・缶
9

燃やせるごみ
10

11 12

燃やせるごみ
剪定枝回収

13
プラスチック製
容器包装

14

燃やせるごみ
15
燃やせないごみ
古紙類

16

燃やせるごみ
17

18 19

燃やせるごみ
20
プラスチック製
容器包装

21

燃やせるごみ
22 びん・缶
ペットボトル
紙製容器包装

23

燃やせるごみ
24

25 26

燃やせるごみ
剪定枝回収

27
プラスチック製
容器包装

28

燃やせるごみ
29 30

燃やせるごみ
31

6/1 2

燃やせるごみ
3
プラスチック製
容器包装

4

燃やせるごみ
5

燃やせないごみ
6

燃やせるごみ
7

平成26年5月ごみ収集日表
ごみ収集を次のとおり実施しますのでご確認ください。

◦問い合わせ先：生活環境課　TEL 464−1121◦

　※ごみの分別方法は「家庭ごみの出し方」でご確認ください。
　※5日㈪の「燃やせるごみ」、6日㈫の「プラスチック製容器包装」の収集はありません。

村の人口（4月1日現在）
前年同月

人口 3,062（−24）3,039
男 1,479（−17）1,486
女 1,583（− 7 ）1,553
世帯数　995（− 6 ）　 974

（　　）は前月比

5 月 納 税

軽自動車税
水　道　料

編
集
後
記

　

4
月
よ
り
広
報
担
当
と
な
り

ま
し
た
お
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
取
材
等
で
お
目
に
か
か

る
機
会
が
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

京
坪
川
の
桜
の
花
も
散
り
、

新
緑
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
今
朝

は
、
優
し
い
雨
の
中
、
黄
緑
色

の
可
愛
ら
し
い
若
葉
が
一
段
と

映
え
て
見
え
て
い
ま
し
た
。
い

つ
の
間
に
か
季
節
が
移
っ
て
い

る
ん
だ
な
と
実
感
し
て
い
ま
し

た
。

　

5
月
は
新
緑
の
季
節
。
日
々

成
長
し
て
い
く
若
葉
の
よ
う

に
、
一
日
一
日
、
や
わ
や
わ
元

気
に
健
康
に
過
ご
し
て
ま
い
り

ま
し
ょ
う
。�

お

お支払は便利な
口座振替をご利用ください

　

広
報
ふ
な
は
し
の
「
お
め
で
た
／
お

し
あ
わ
せ
に
／
お
く
や
み
」
欄
は
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
ご
本
人
・
ご

家
族
か
ら
の
依
頼
が
あ
っ
た
方
の
み
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
届
出
の
際
に
窓
口
で
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

【
お
め
で
た
／
お
し
あ
わ
せ
に
／

お
く
や
み
】
欄
に
つ
い
て

古紙類収集の実施について
収集日時　5月15日（木）

各地区で指定された時間内に出してください。
収集場所　 各地区資源ごみ（古紙類）集積所
対象物　　新聞類・ダンボール・雑誌
◦金属やプラスチック、ビニール等紙以外のものが含まれ
ているもの（ファイルやバインダー、辞書等）は対象外
です。

古紙類の出し方について
◦ビニールひもで十文字に縛って出してください。収集場
所では、「新聞類」「ダンボール」「雑誌」を種類毎にま
とめて置いてください。
◦毎月第４木曜日収集の「紙製容器包装」と混同されない
よう、各ご家庭で正しく分別してから出してください。

問い合わせ先　生活環境課　TEL 464-1121


